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一
九
九
〇
年
の
ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
に
お
け
る
Ｅ
Ｆ
Ａ

宣
言
以
来
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
は
全
て
の
国
の
目

標
と
な
っ
た
。
目
標
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ

く
、
当
該
国
自
身
も
、
ド
ナ
ー
も
様
々
な
施
策
を
重
ね

て
き
た
。
し
か
し
、目
標
と
現
状
の
乖
離
が
大
き
け
れ
ば
、

定
め
ら
れ
た
期
限
内
で
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
事
は

難
し
い
。
ま
た
、
目
標
と
現
状
と
の
乖
離
が
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
と
し
て
も
、
教
育
開
発
を
支
え
る
種
々
の

条
件
が
十
分
で
な
け
れ
ば
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
埋
ま
ら
な
い
。

国
際
機
関
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
様
々
な
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
二
〇
一
五
年
ま
で
に
六
つ
の
目
標
達
成
は
多
く

の
国
で
困
難
と
さ
れ
、
次
の
二
〇
三
〇
年
を
目
指
し
て

こ
れ
ま
で
の
目
標
を
さ
ら
に
高
度
化
し
て
、
新
し
い
目

標
達
成
に
向
け
て
呼
び
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
の
名
目
国
民
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
九

一
〇
ド
ル
（
二
〇
一
四
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ
推
計
。
二
〇
一
四
年
三

／
四
月
の
新
セ
ン
サ
ス
結
果
で
人
口
を
修
正
す
れ
ば
一
〇

〇
〇
ド
ル
程
度
）
で
あ
る
。
二
〇
一
三
／
一
四
年
の
小
学

校
一
年
生
粗
入
学
率
は
一
〇
〇
・
一
％
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
最
近
二
年
間
の
在
籍
者
数
の
推
移
か
ら
推
定
す
る
と
、

小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
が
最
終
学
年
の
五
年
生
に
な

る
確
率
は
〇
・
七
三
、
中
学
四
年
生
（
九
学
年
生
）
に
な

る
の
は
〇
・
四
二
、
高
校
二
年
生
（
一
一
学
年
生
）
に
な

る
の
は
〇
・
二
九
、
さ
ら
に
、
卒
業
試
験
を
受
け
て
合
格

し
、
大
学
進
学
資
格
を
得
る
者
は
〇
・
一
〇
と
減
少
す
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
、
二
〇
一
五
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
統
合
を
目
前
に
、
教
育
資
格
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
基
準
に

す
る
必
要
も
あ
り
、
現
行
一
一
年
制
の
基
礎
教
育
を
Ｋ
＋

一
二
年
制
へ
と
学
制
改
革
す
る
な
ど
抜
本
的
な
教
育
改
革

を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

新
し
い
学
制
に
変
え
、
教
育
年
限
を
延
ば
す
事
は
も

ち
ろ
ん
、
二
〇
一
五
年
の
目
標
値
を
達
成
す
る
だ
け
で

も
多
く
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
三
〇

年
の
目
標
が
示
す
よ
う
に
、
中
学
ま
で
の
完
全
就
学
や

教
育
の
質
を
高
め
、
達
成
度
を
確
実
に
す
る
必
要
を
考

え
れ
ば
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
課
題
は
山
積
み
で

あ
る
。
世
界
二
一
位
の
人
口
（
新
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば

二
五
位
）
が
あ
り
、
今
後
経
済
成
長
も
見
込
ま
れ
、
地

勢
的
に
も
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
〇
一
一
年
の

軍
政
か
ら
の
民
政
移
管
以
降
、
各
ド
ナ
ー
か
ら
援
助
の

申
し
入
れ
も
盛
ん
で
あ
る
。
日
本
は
軍
事
政
権
下
で
も

国
際
教
育
開
発
協
力
を
人
道
援
助
と
み
な
し
、
中
止
し

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
に
は
日
本
に

対
し
て
特
別
な
感
謝
の
念
が
み
ら
れ
る
。
他
ド
ナ
ー
の

援
助
が
し
ば
ら
く
の
間
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
帰
国
留
学
生
、
帰
国
研
修
生
も
含
め
、
日
本
と
の

人
的
つ
な
が
り
も
量
的
質
的
に
強
い
。
日
本
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
比
較
優
位
性
と
国
際
教
育
開
発
協
力
の
成

果
と
い
う
資
産
を
十
分
活
用
し
、
新
規
に
参
入
す
る
多

く
の
ド
ナ
ー
と
協
調
し
な
が
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
国

際
教
育
開
発
協
力
を
積
極
的
に
展
開
し
て
、
協
力
の
成

果
を
繋
げ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
教
育
分
野
で
も
、
日
本
の
国
際
開
発
協

力
は
「
援
助
の
卒
業
」
と
い
う
名
の
下
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
成
功
し
成
果
が
出
れ
ば
協
力
を
終
了
さ
せ
、
そ

れ
を
次
の
段
階
の
協
力
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
本
来
、
あ
る
段
階
で
の
協
力
の
成
果
を

十
分
活
用
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
枠
を
超
え

て
次
の
段
階
の
各
種
協
力
に
繋
げ
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
、
息
の
長
い
国
際
協
力
と
な
り
、
長
期
的
に
い
わ
ゆ

る
外
交
上
の
成
果
の
発
現
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
が
援
助
の
卒
業
生
に
な
る
の
は
ま

だ
先
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
卒
業
後
も
見
据
え
た
長
期
的

協
力
の
展
望
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
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これまでの国際教育開発協力の成果を
次のステップへどう活かし繫げるか


